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ＲＩ 会長メッセージ  

 

★ 配布  ・幹事報告 №1 ・Ｒの友7月号 

・クラブ計画書（2026-27年度） ・前期会費案内 

★ 国歌/ロータリーソング  ・君が代/奉仕の理想    

★ ゲストのご紹介     

 ・米山奨学生   銭楚方さん・ ブーティーユーアンさん   

                   ◇役員交代式 

前年度赤羽隆会長・三原雅幹事から  

新年度二木正之会長・丸山慶四郎幹事へバッジの引き継ぎ 

 

 
・前年度赤羽隆会長から新年度二木正之会長へ 

                         鎚を引き継ぎます。 

★ 会長挨拶                        【二木正之会長】 

皆さま、改めましてよろしくお願い

いたします。 

2026-2027 年度、国際ロータリー

のテーマは「持続可能なインパクトを

生み出そう」です。 

私はこのテーマを、私たちの活動

をその場限りで終わらせるのではな

く、地域に良い変化を残し、それを次につないでいくことだと

受け止めています。 

あづみ野ロータリークラブは、本年度、創立 40 周年を経

て、41 年目の歩みに入ります。これまでクラブを支えてこら

れた先輩方に感謝し、その歩みを受け継ぎながら、次の時

代につながる一年にしていきたいと思っております。 

その一方で、私たちには向き合うべき課題もあります。20

周年の時には46名だった会員数が、現在は17名となって

います。会員数の減少は、クラブの活力や奉仕の広がりに関

わる大きな課題です。 

だからこそ本年度は、持続可能な奉仕と持続可能なクラブ

運営を意識しながら、会員増強、会員維持、クラブの活性化

に、皆さまとともに取り組んでまいりたいと考えております。 

また、本年度は青少年奉仕の面でも大切な一年です。南安

曇農業高校インターアクトクラブが40周年を迎えます。これ

は、学校と地域、そしてロータリーとのつながりを改めて確か

める大切な機会です。 

さらに本年度は、次年度に当クラブが主幹を務める

RYLA に向けた準備の年でもあります。RYLA は、ロータリ

ー青少年指導者養成プログラムであり、若い世代のリーダ

ーシップを育てる大切な事業です。この準備を着実に進め

ることも、本年度の大きな役割だと考えております。 

本年度、私が大切にしたいことを六つ申し上げます。 

一つ目は、会員が参加したくなる、温かく活力あるクラブ

をつくることです。 
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例会や事業が、ただ出席する場ではなく、会員同士が語り

合い、学び合い、元気になれる場であることを大切にしたい

と思います。新しい会員や経験の浅い会員も自然に参加し

やすい、温かな雰囲気をつくってまいります。 

二つ目は、会員増強と会員維持を、クラブ全体で取り組む

ことです。 

これは一部の委員会だけの仕事ではなく、会員全員で考え、

行動していくべき課題だと思っております。地域の中で志を

同じくする方との出会いを大切にしながら、新たな仲間づく

りにつなげてまいります。 

三つ目は、地域に見え、地域に残る奉仕を実践することで

す。 

大きなことをすることよりも、私たちのクラブにできることを

着実に重ね、地域に良い変化を残していくことを大切にした

いと思います。行政や学校、関係団体とも連携しながら、継

続性のある奉仕を目指してまいります。 

四つ目は、青少年奉仕を大切な柱として進めることです。 

南安曇農業高校インターアクトクラブ 40 周年をしっかりお

祝いし、その先につながる関係を育てていきたいと思います。

また、次年度のRYLA主幹に向けて、体制づくりや役割分担、

計画の準備を、今年度のうちから着実に進めてまいります。 

五つ目は、ロータリーを学び、語り、誇りを育てることです。 

ロータリーの理念や歴史、財団、米山などを学ぶことによっ

て、私たち自身がロータリーの価値を改めて理解し、自分の

言葉で語れるようになることを目指したいと思います。 

六つ目は、次の時代を見据えた、持続可能なクラブ運営

を進めることです。 

41 年目の今年度を、ただ一年を回すだけで終わらせる

のではなく、次の 10 年、その先につながる土台を整える一

年にしたいと思っております。無理のない運営、丁寧な引き

継ぎ、次の担い手づくりを意識して進めてまいります。 

本年度、私たちは「持続可能なインパクトを生み出そう」と

いうテーマのもと、あづみ野の地で、私たちらしい実践を一

つひとつ積み重ねてまいります。 

仲間を増やし、クラブを元気にし、地域と次世代に良い変

化を残す一年にしてまいりたいと思います。 

皆さまのご理解とご協力を心よりお願い申し上げ、会長方

針の発表といたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

★ 幹事報告    

 

【丸山慶四郎幹事】 

      別紙参照 

 

 

 

◇出席報告 

会員総数17名  出席免除会員数1名 

本日の出席率 前々回（6月3日修正出席率） 

出席者： 10名 

欠席者：  6名 

出席率： 63％ 

欠席者 ：   6名 

ﾒ-ｷｬｯﾌﾟ：   2名 

出席率 ：  76％ 

 

★ ニコニコBOX報告              

二木： 1年よろしくお願いします。 

丸山（慶）：二木年度初例会です。幹事として1年間 

      宜しくお願い致します。 

赤羽：新年度を祝し 二木会長丸山幹事よろしくお願いします。 

三原：新年度二木会長、丸山慶四郎幹事よろしくお願いします 

下里： 二木年度の船出を祝して 

笠原： 二木・丸山年度の船出を祝して！！ 

小穴： 祝 二木年度スタート 

      良く通ったえびよし豊田さんが廃業して残念です 

藤森： 二木・丸山年度スタートを祝して 

丸山（隆）：欠席ですみません 

〔計9件 33,000円〕 

今年度のニコニコBOX計33,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小穴実 SAA委員長】 

 

 

 

【 黒澤幸恵クラブ奉仕 

副委員長 】     

二木会長から米山奨学生 銭楚方さんと 

ブーティーユーアンさんに奨学金の贈呈 
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★本日のプログラム  

◇新五大奉仕委員長挨拶 

・クラブ奉仕委員会                 【 小穴実委員長 】 

赤赤羽会長年度に引き続きクラブ奉仕委員長を拝命いたし

ました。皆さんもご存知の通り、クラブ奉仕委員会はクラブ運

営の要の立場であり、親睦委員会・会員増強委員会・広報委

員会・公共イメージ向上委員会・友好クラブ委員会・慶弔委員

会・クラブ会報委員会などの小委員会を抱えてクラブの活動

の根幹を成します。 

以前のように各委員会に人員を配置することは無く、多くの

会員が幅広く担当していただくこととなっています。 

二木会長の掲げる６本の柱 

一 会員が誇りと喜びを持てる、温かく活力あるクラブをつくる 

二 会員増強と会員維持を、クラブ全体の責務として取り組む 

三 地域に見え、地域に残る奉仕を実践する 

四 青少年奉仕を、クラブの未来を築く重要な柱とする 

五 ロータリーを学び、語り、誇りを育てる 

六 次の時代を見据えた、持続可能なクラブ運営を進める 

この内の１・２・５・６がクラブ奉仕委員会の担当分野と理解

して、次の世代を見据えた、持続可能なクラブ運営としていき

たいと思います。 

会員皆様の温かいご支援、ご理解をお願い致します。 

 

・社会職業奉仕委員会            【 場々洋介委員長 】 

ロータリークラブの社会奉仕委員会は、地域社会のため

様々な奉仕活動を 実施出来ることの意義は 大きいと思い

ます。2600地区の地区資金はそういう意味でありがたいと

思います。 

かつては三角島、古着 de ワクチンなど３年間ずつ実施し

ましたが、３年という縛りがあります。今年は地区資金を利用

して安曇野市中央図書館に児童向けの書籍を寄贈したいと

思います。 

単に寄付だけではなく、読書感想文のコンテストを実施し

たいと思います。小学校高学年低学年のグループで、審査

員はロータリアンが努めます。発表会を企画しマスコミにも

取材をおねがいするつもりです。 

新しい企画が当クラブの発展にも寄与することでしょう。 

 

・国際奉仕委員会                  【 丸山隆委員長 】 

ロータリーの国際奉仕の理念に基づき、地域社会および 

青少年育成に寄与する活動を推進する。 

今年度は地区補助金事業として、中央図書館への 児童書

寄付および読書感想文コンクールを実施し、子どもたちの 

読書活動の推進と健全育成を図る。 

また、会員相互の協力のもと、継続的な奉仕活動に努める。 

 

・青少年奉仕委員会                【 中村忠委員長 】 

本年度の二木会長方針は、青少年奉仕をクラブ運営の中核

として位置づけるとあります。 

青少年奉仕委員会としましても、南安曇農業高等学校 

インターアクトクラブ40周年事業を成功裏に納めるべく 

協力していきたいと思います。 

また、次年度の RYLA はあづみ野ロータリークラブが主幹

を務めるわけですが、その準備に向け協力してまいります。 

皆様もご協力の程お願い申し上げます。 

 

◇インターアクト委員会             【 濵昭次委員長 】 

2025～2026年度における、IACの南安曇農業高校の 

メンバーが入学時には2人だったのが、6月のIA地区大会

以降清都会長、林君の努力の成果もあり5人に増えて、 

次年度に向けては より活発な活動が期待される。サポート

クラブとしてもより緊密にメンバー及び先生方と協議の場を

持って具体的な活動計画を立案したいとおもいます。 

 あづみ野ロータリークラブ全員で、共に行動できる何かを

発信したいと思います。 

 

◇プログラム委員会              【 笠原明仁委員長 】 

 二木会長、藤森親睦活動委員長の意向も踏まえ、１年間楽

しい有意義な例会が開催されるよう計画したいと思います。

例年通り 月3回の例会を予定しています。 

 オンライン例会は普段はなかなか聞けない話がたくさんあ

り楽しみにしています。 

なるべく多くの会員の話が聞けるよう ご協力をお願いします。 

 

◇親睦活動委員会               【 藤森康友委員長 】 

クラブの親睦活動は通常の例会と併せ、会員がクラブに所

属している意義を見出し感じる場であると思っています。 

会員同士はもとより、大切なご家族や他クラブとの交流、 

米山奨学生やゲスト等とも交流を深めてゆく機会でもありま

す。 

親睦活動の充実は、会員同士のつながりやクラブの魅力

を高め、新規会員の増強や会員の維持に影響の大きい機

会となります。 

親睦交流の機会ごと、この度の主体や主役は、誰に、何処

にあるのかを外さず、参加者が楽しむ姿を楽しむ親睦活動

が出来ればと思っています。 

 

◇長期計画委員会                 【 赤羽隆委員長 】 

40周年という節目を無事に乗り越え、次の10年、50周年

を目指して新たな一歩を踏み出す時が来ました。3 年計画

を遂行するとともに、 直近に迫った 南安曇農業高校  

インターアクトクラブ創立４０周年式典の開催、さらに
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2027−2028年度 RYLAのホスト を担当しますので体制

づくりを急がねばなりません。 

 現在17名の会員数では会員個人の負担が大きく、活動に

も支障をきたしかねません。まずは、 会員増強拡大が第一

の目標となると思います。会員各位の絶大なるご支援ご協

力を賜りますよう、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様、１年間 
よろしくお願いします。 


